
 

 

第１９回 山口県ケアマネジメント研究大会 

開催のご案内  

テーマ 

「with コロナ私たちに求められる心構え」 

～ BCP を見据えて ～              

  

 

新型コロナウイルスの感染拡大は、まだまだ予断を許さない状況があります。この感染拡大とい

う、まさに未曽有の厄災とそれに伴う大きな社会変革に我々は向き合わざるを得なくなりました。 

その渦中であっても、我々介護支援専門員は、一定の物理的な距離は保ちつつも、様々な苦労や

工夫をしながら「寄り添う」ことを諦めない実践を続けています。 

その実践を継続していくためにも、我々自身がいざ何かあった際にどう動くべきかを考えておく

ことが重要であり、今回の制度改正の中でも業務継続計画の立案を求められています。 

業務継続計画については、災害と感染症を考えていく必要がありますが、今回そのどちらにも精

通されている、びわこ学院大学教授である、烏野猛先生をお招きし、我々が今考えておかなければ

ならないことについて、学びを深めていく機会としたいと思います。 

今回の研究大会は、感染拡大を防止しつつも、参集も可能なハイブリッドでの開催といたします。 

 

 

 

  

  ハイブリッド研究大会 

 

  日時 令和４年１１月２６日（土） 

      午前１０時～午後４時２０分 

    場所 山口県社会福祉会館 大ホール      
 

 

 

主催：一般社団法人 山口県介護支援専門員協会 

 



第 1９回 山口県ケアマネジメント研究大会 開催要項 

１ テーマ 

「with コロナ私たちに求められる心構え」～ BCP を見据えて ～ 

２ 日 時 

令和４年１１月２６日（土）午前１０時から午後４時2０分まで 

3 主 催 

  一般社団法人山口県介護支援専門員協会 

4 場 所 ※コロナウイルス感染拡大防止の観点により、会場を変更、縮小して実施いたします。 

山口県社会福祉会館４階 大ホール 山口市大手町9-6 

5 後 援 

山口県、山口市、日本介護支援専門員協会、日本ケアマネジメント学会、山口県社会福祉協議会、山口

県社会福祉事業団、山口県医師会、山口県歯科医師会、山口県薬剤師会、山口県看護協会、山口県栄養

士会、山口県社会福祉士会、山口県介護福祉士会、山口県理学療法士会、山口県作業療法士会、山口県

歯科衛生士会、山口県病院協会、山口県訪問看護ステーション協議会、山口県言語聴覚士会、山口県医

療ソーシャルワーカー協会、山口県精神保健福祉士協会、山口県老人福祉施設協議会、山口県老人保健

施設協議会、山口県デイサービスセンター協議会、山口県老人デイ・ケア協議会、山口県訪問介護事業

所連絡協議会、山口県地域包括・在宅介護支援センター協議会、山口県福祉用具協会、山口県国民健康

保険団体連合会、山口県宅老所・グループホーム協会 (順不同) 

6 参加対象者 

  介護支援専門員、福祉・保健・医療関係者、行政関係者、ケアマネジメントに関心のある方、学生 

7 定 員 

会場参加７０名（先着順） オンライン参加２００名【定員になり次第締め切らせていただきます】 

8 参加申込 オンラインツール「zoom」を併用しハイブリッド開催いたします。 

QR コードを読取り「参加申込フォーム」に入力の上、送信ください。別紙申込書に必要事項を記入の

上、FAX・郵送でのお申込みも可能です。※電話による申込は御遠慮願います。 

9 参加費 会員：3,000 円    一般：8,000 円    学生：500 円 

※１ 参加費種別の会員とは山口県介護支援専門員協会の会員になります。 

※２ 広島、岡山、島根、福岡県支部の日本介護支援専門員協会正会員の方は当会正会員と同じ参加費区分を適用します。 

10 昼食について 

社会福祉会館は研修会場とホールで飲食可能となります。食堂は併設されておりません。昼食は各自で

ご持参ください。ゴミは各自でお持ち帰りください。 

11 申込締切 令和４年１０月１８日（火） 

※定員に達した場合は締め切らせていただきます。その際は参加できない方のみご連絡いたします。 

12 参加費の納入 

（１）参加決定通知と併せて、参加費振込用紙をお送りします。指定期日までに納入ください。 

（２）振込手数料は参加費とは別途、各自でご負担ください。 

（３）申込後、参加をキャンセルされる場合は、必ず事前に事務局にお電話ください。参加費振込後のキ

ャンセルはお受けする事ができません。 

（４）指定期日までに入金がない場合はキャンセルとしますが、事前に本会まで必ず連絡してください。 

13 問い合わせ・申込み先 

一般社団法人 山口県介護支援専門員協会 事務局  担当：岡村、奥田     

〒753-0072 山口県山口市大手町９－６ 

TEL：083-976-4468  FAX：083-976-4469  e-mail： kaisenkyo@y-cma.jp 

                                       【参加申込フォーム】 

 



14  日程及び内容 

時間 内容 

  9：30 
受付・接続開始 

<企業紹介①> 

10：00 

＜開会式＞ 

主催者挨拶 

来賓挨拶 山口県・山口県社会福祉協議会 

＜永年表彰式＞ 

10：30 

＜基調講演＞ 

「事業継続計画（BCP）作成における留意点と、遂行における介護支援専門員の役割」 

 講師 びわこ学院大学 教育福祉学部 学部長 教授 

株式会社福祉リスクマネジメント研究所 所長 烏野 猛 氏 

12：00  ＜昼食休憩＞ 

13：00 

＜シンポジウム＞ 

「備えあれば患いなし」～ 私たちが経験したことをBCP に活かしてみよう ～ 

シ ン ポ ジ ス ト 居宅、施設、小規模多機能、包括より各1 名ずつ 

コ メ ン テ ー タ ー びわこ学院大学 教育福祉学部 学部長 教授 

株式会社福祉リスクマネジメント研究所 所長 烏野 猛 氏 

コーディネーター 山口県介護支援専門員協会 常任理事 山本 誠 氏 

14：30 ＜休憩＞ 

14：45 

＜研究発表＞ 

防 府 市「高齢期・終末期の意思決定支援（ACP）における、介護支援専門員の役割に 

ついての調査研究（仮）」 

山 口 市「ケアマネジメントにおける介護支援専門員のつまずきやゆらぎについての考察（仮）」 

１題あたり 発表：１５分 質疑応答：５分 

助言者 びわこ学院大学 教育福祉学部 学部長 教授 

株式会社福祉リスクマネジメント研究所 所長 烏野 猛 氏 

座 長 山口県介護支援専門員協会 常任理事 藤本 真樹 氏 

当会調査研究部の研究支援活動「研究の初めの一歩を踏み出そう」２０分 

16：00 ＜恒例 お楽しみ大抽選会＞ ～豪華プレゼントが抽選で当たるかも？！～ 

16：20 
閉会 

<企業紹介②> 

※開会前後、休憩時間等を利用して、企業コマーシャルを上映いたします。感染状況によりますが、ロビー

における出展ブースを予定しておりますので、ご覧ください。 

※上記の通り予定していますが、プログラムの一部、演題等が変更される場合もあります。 

※新型コロナウイルスの今後の状況によっては、会場への参加を中止し、オンライン(zoom)での開催のみと

なる可能性もあります。やむを得ず変更する場合は、11 月上旬頃までに当会HP またはメールにて通知いた

します。 
※その他、ご不明な点は事務局へご相談ください。 



 

～講師紹介～  
 
 

略  歴 
 
烏野 猛（カラスノ タケシ） 
１９６８年４月２７日  神戸市 生まれ 
 
びわこ学院大学 教育福祉学部 学部長 教授 

株式会社 福祉リスクマネジメント研究所 所長 

一般財団法人 烏野財団 代表理事 

現在に至る 

 

（職歴） 

某自治体民生部で専ら暴力団員を相手にした生活保護ケースワーカーを経験。 

その後、法学部で社会保障法等を教授しながら現在は、びわこ学院大学学部長教授。 

 

（防災・感染症BCP 作成に関する研究実績） 

・令和4 年3 月 「自然災害に対する事業継続計画（BCP）作成の意義と課題」 

びわこ学院大学研究紀要第13 号。 

・令和3 年4 月 兵庫県老人福祉事業協会 BCP 作成研究事業 座長 就任（現在に至る） 

・岐阜県 福祉施設防災対策委員会 委員長 就任 （現在に至る） 

・福島県 老人福祉施設協議会 災害対策委員会 委員 （現在に至る） 

・公益社団法人全国老人福祉施設協議会 災害対策委員会委員 （現在に至る） 

 

（介護事故に関する研究実績） 

・全国老人福祉施設協議会 安全対策担当者 外部研修公認講師 

・令和3 年4 月 安全対策担当者外部講師認定 全国老施協他、12 府県で実施。 

・公益社団法人全国老人福祉施設協議会 介護事故検討委員会委員 （現在に至る） 

・令和3 年3 月 「特別養護老人ホーム『あずみの里』控訴審判決における疑問—ドーナツ誤嚥事故裁判から

みた介護業務の範囲や程度と、業務における義務—」びわこ学院大学研究紀要第12 号。 

・令和2 年3 月 「介護契約と責任の所在に関する一考察-介護事故をめぐる裁判事例を手がかりにして-」 

びわこ学院大学研究紀要第11 号。 

・令和元年3 月 「責任無能力者をめぐる家族責任についての序論—仙台地判平成27 年3 月26 日事件番号

平成24 年(ワ)486 と、最高裁平成26 年(受)第1434 号第1435 号同28 年3 月1 日第三小法廷判決と

の比較から—」びわこ学院大学研究紀要第10 号。 

・平成30 年5 月 公益社団法人全国老人福祉施設協議会 高齢介護施設の介護事故等検証委員会委員 

（現在に至る） 

 

（主なテレビ、ラジオ出演） 

・NHK 山形「豪雨1 年 移転模索する高齢者施設」  2021 年6 月24 日 

・NHK 熊本「防災の永遠の課題 災害弱者をどう救うか」  2021 年2 月5 日  

・NHK 山形「令和2 年 東北大水害を考える」  2020 年11 月16 日 

・NHK 山形「大規模水害にどう備えるか」やままるチャンネルクリップ出演  2020 年7 月10 日 

・ラジオ福島 大和田新氏と語るこれからの福島と社会保障生放送  2015 年6 月29 日 

・NHK クローズアップ東北「認知症高齢者 地域力で災害から守る」生出演 2014 年1 月24 日 

・NHK 関西「防災トピック」に出演  2013 年7 月1 日 

・NHK 「NHK ジャーナル」被災地調査の件で出演  2012 年3 月9 日 

・福島テレビ 年末特番 「震災ドキュメント『絆』」 生出演  2011 年12 月27 日 

・NHK「クローズアップ現代 救えたはずの命」被災地調査で生出演 2011 年12 月1 日 

・NHK「ニュースウォッチ９」被災地調査で出演 2011 年10 月27 日 


